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　これからのまちづくりには、市民、学識者、企業、行政など幅
広い方々の協力と参加が不可欠です。名古屋都市センター
は、諸活動を通じてまちづくりを支える方々のネットワークとな
る賛助会員制度を設けています。趣旨にご賛同いただきまして
ご入会いただきますようお願い申しあげます。

  年会費（一口）　

詳しくは、TEL：052-678-2208までお問い合わせください。

　名古屋市が金城ふ頭で進める「モノづくり文化交流拠点構想」が、また一歩前進しよう
としています。2011年3月にオープンし人気を集めている「リニア・鉄道館」に続き、ブロッ
ク玩具の世界的なテーマパーク「レゴランド」の開設準備が進められることになったので
す。名古屋の産業技術のシンボルとも言える交通分野、子供の創造力を育くむレゴブロッ
クの世界。どちらもモノづくり文化交流の拠点にふさわしい本格的な施設で、金城ふ頭は
世界に開かれた情報発信と交流の拠点となりそうです。
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10：00～17：00
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公益財団法人 名古屋まちづくり公社 〒460-0023 名古屋市中区金山町一丁目１番１号  金山南ビル
TEL 052-678-2200 FAX 052-678-2211  http://www.nui.or.jp E-mail:main@nui.or.jp　
お車でお越しの場合は、金山南ビル地下公共有料駐車場「金山駅南駐車場」をご利用ください。

　住民主体の地域まちづく
りの輪を広げていくために、
地域の“まちづくりびと”養成
講座を毎年開催しています。
　今年度は、西区役所と共
催で、中小田井周辺地域を
モデルに、９月下旬から連続講座（土曜日）を予定しています。
　９月から募集を開始します。これまでに開催した講座の様子
はホームページをご覧ください。
http://www.nui.or.jp/machi/index.html

平成24年度　地域の“まちづくりびと”養成講座

昨年度の講座（グループ発表）

図書館の建設

都市計画WS

まち体験の様子

　今年も「だがねランド2012」の開催が決まりました。7月21日(土)
～8月22日(水)です。今年7年目を迎える「だがねランド」は、まちを
計画し、そしてその計画に沿ってま
ちをつくるワークショップを一段と
充実してお届けしようと思います。
　8月8日(水)からは、出来上がった
「だがねランド」で遊んだり、学んだり
とこちらも盛りだくさんのプログラム
を考えています。
　ワークショップなどについて、詳し
くは、だがねランドのホームページ
（http://www.daganeland.com）
またはチラシをご覧ください。

　問合せ：052-678-2208

「だがねランド2012」案内

金城ふ頭のモノづくり文化交流拠点エリア

金城ふ頭が、世界に開かれた交流と発信の拠点に

・特典があります。
・当賛助会費は、公益財団法人
への寄付金として、所得税等
の税制上の優遇措置が受けら
れるようになりました。

・個人会員    5,000円
・法人会員  50,000円

研修、セミナー、各種会合など対応できる貸会議室です。
多くの方々のご利用をお待ちしております。
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［特集］「モノづくり文化交流拠点構想」さらに前進

産業技術の継承と人材育成等をめざし
「モノづくり文化交流拠点構想」を策定
　「モノづくり文化交流拠点構想」が策定されたのは2008年4月。そ
の後、エリアの整備と並行し構想の推進調査、基本計画の策定等に
向け準備が進められて来ました。
　構想策定の背景には、多種多様なモノづくりの歴史を通し、名古屋
圏が日本産業の屋台骨を支えてきたという事実があり、今後もそうあ
り続けるべきだという使命感があります。一方、経済のグローバル化や
円高に伴うモノづくり拠点の海外移転、高齢者の退職、若者の現場離
れ等によるモノづくり文化と技術の継承難という課題も出てきました。
さらに「愛・地球博」「CＯP10」の経験、リーマンショックに始まった世
界同時不況の影響等を踏まえ、「産業技術の継承と人材育成」「新た
な都市の魅力向上」などをめざす構想の検討が進められました。
　こうして策定された「モノづくり文化交流拠点構想」の基本理念は
次の３つです。
（1）モノづくり文化・技術の継承と発展。
（2）世界の技術・情報や人々が交流するにぎやかな拠点の創出。
（3）持続可能な社会のあり方を提示。

カリフォルニアにある「レゴランド」 名古屋の都心と名古屋港を結ぶ「あおなみ線」

「リニア・鉄道館」の展示

上空から見た「ポートメッセなごや」

「モノづくり文化交流拠点構想」の基本的な考え方

モノづくり文化・技術
の継承と発展を目指す

基本
理念

世界の技術・情報
や人々が交流する
賑やかな拠点に

持続可能な社会の
あり方を提示

産業技術の継承
と人材育成

目的 産業振興・産業観光
の推進 新たな都市の魅力向上

多様な主体事業
イメージ 段階的な整備 多彩な魅力の集積

　戦後日本の成長は、大都市を中心に発展した高度成長期
からパイを地方に再分配する段階を経て、両者のバランスを
重視する成熟期というサイクルをたどりました。しかし見せか
けのパイに踊った1980年代バブル期のあとは、長い景気低
迷の中にあります。今必要なのは新しいサイクルの発展です
が、その起爆地となり得るのは東京、名古屋、大阪の大都市
です。特に名古屋はモノづくりという、見せかけではない確か
なエンジンを持つ最も有望な大都市です。

　中でも重要な拠点となるのが金城ふ頭です。ここは物流拠
点というだけでなく「ポートメッセなごや」「リニア・鉄道館」が
あり、いま世界的なテーマパーク「レゴランド」の計画が進ん
でいます。ホテル、商業施設の構想もあり、集客機能も充実し
ます。金城ふ頭からモノづくり文化の魅力をアジアに向けて発
信していくことで、モノづくり名古屋のブランドがさらに高ま
り、アジアのパワーを吸収することができます。それが日本の
新しい成長サイクルにつながる力強いエネルギーになります。

モノづくり文化をアジアに向けて発信し
アジアのパワーを吸収する交流拠点に

中京大学総合政策部　教授
モノづくり文化交流拠点構想検討会議　座長

奥野信宏さん
おく　の　のぶ ひろ

構想実現の舞台は金城ふ頭
構想実現の舞台は名古屋港の金城ふ頭です。金城ふ頭は名
古屋港の中央に位置し、周辺には鉄鋼、重化学、航空機などの
産業技術や、自動車などの物流施設が集積しています。また「あ
おなみ線」で名古屋駅から金城ふ頭駅まで24分。ふ頭中央にあ
る名港中央インターから伊勢湾岸自動車道を経由してさまざま
な高速道路、自動車専用道路と連結しており、中部全域からア
クセスできます。こうした好条件を背景に、金城ふ頭を訪れる人
は年間300万人を超えています。
ここに国際交流、ふれあい交流、モノづくり文化交流などを
テーマにした交流拠点を形成し、周辺のモノづくり現場、各種既
存施設、周辺計画等との連携をめざします。左図「モノづくり文
化交流拠点構想のゾーニングイメージ」にあるコンベンション施
設としては、すでに名古屋市の国際展示場「ポートメッセなご
や」が設置され、さまざまなイベントに活用されています。テーマ
パークではJR東海が「リニア・鉄道館」を開設。高速鉄道技術の
進歩を紹介する展示を中心に、モノづくり文化交流拠点の先導
的役割を果たしています。

レゴランドの開発で周辺の
活性化にも期待
テーマパークを核とする複合施設として開設の計画を進めて
いるのが「レゴランド」です。レゴランドは、主に子供とその家族を
対象とするテーマパークで、レゴブロックを使ったミニチュアサイ
ズの街や、子供の知育に配慮した乗り物やアトラクションなどが
特徴です。
運営するのはイギリスの「マーリン・エンタテイメンツ・グルー

プ」。現在、デンマークや英国など世界の6カ所で展開し、名古
屋が７カ所目。アジアでは、この秋に開業する予定のマレーシア
に続き２カ所目となります。金城ふ頭ではホテル、商業施設など

を併設した総合開発計画を進め、2015～2016年度の開業を
めざしています。
レゴランドの提案に対して名古屋市は「モノづくり文化交流
拠点構想」の考え方に一致するとともに、複合的な開発が周辺
地域の活性化やあおなみ線の利用促進につながるとして前向
きに評価。新たな大規模集客に伴い交通渋滞が発生し、金城ふ
頭の物流機能を損なうなどの問題が生じないよう調整を行いな
がら今後、民間事業者が環境影響評価の手続きに着手する予
定です。
　
進化するミュージアムゾーン
「モノづくり文化交流拠点構想」は、行政機関だけでなく民間
企業、NPＯなど多様な主体の参加により長期的・段階的に施
設を整備し、進化するミュージアムゾーンとなることをめざしてい
ます。構想が具体化するに従って、中部全域を視野に入れた都
市間競争の決め手として、また世界のモノづくり情報と技術が
交流する拠点として、わが国のモノづくり文化をリードしていくこ
とになりそうです。「モノづくり文化交流拠点構想」のゾーニングイメージ

テーマパーク等
集約駐車場

あおなみ線
金城ふ頭駅

コンベンション施設

商業施設等

商業
施設等

商業
施設等

コンベンション
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テーマ
パーク等
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とになりそうです。「モノづくり文化交流拠点構想」のゾーニングイメージ
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